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九
日
、
法
政
大
学
国
文
学
会
で
の
講
演
）
の
最
後
に
は
、「
法
政
大

学
に
非
常
勤
講
師
の
時
代
を
い
れ
て
二
十
八
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
私
の
場
合
、
一
九
八
八

年
か
ら
通
信
教
育
部
や
文
学
部
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

外
間
先
生
の
勤
続
年
数
を
既
に
越
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
驚

愕
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
伊
海
先
生
と
遠
藤
先
生
は
若
き
日
の

私
の
授
業
を
履
修
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
二
人
が
、
現
在
は
同
僚

教
員
と
な
り
、
本
当
に
感
無
量
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
自
身
、『
日
本
文
学
誌
要
』
の
何
号
に
一
体
何
を

執
筆
し
て
い
た
の
か
、
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の

百
号
記
念
を
機
に
、
目
次
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
調
べ
て
み
ま
し
た
と

こ
ろ
、
結
果
は
左
記
の
と
お
り
、
計
一
五
号
に
わ
た
っ
て
、
執
筆
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

53
号
の
〈
新
刊
紹
介
〉　

外
間
守
善
著
『
南
島
文
学
論
』
他

　

54
号
の
〈
論
文
〉　
『
万
葉
集
』
六
五
五
番
歌
「
邑
礼
左
変
」
再
論

　

56
号
の
〈
展
望
（
言
語
）〉　

若
い
世
代
の
気
に
な
る
こ
と
ば

　

60
号
の
〈
論
文
〉　
『
万
葉
集
』
一
六
〇
番
歌
の
訓

　

61
号
の
〈
新
刊
紹
介
〉　

望
月
郁
子
著
『
仏
教
界
に
辞
書
は
在
っ

た
か
―
古
字
書
の
新
研
究
―
』

　

62
号
の
〈
論
文
〉　
『
万
葉
集
』
一
五
六
番
歌
の
訓
解

　

63
号
の
〈
論
文
〉　

オ
モ
ロ
の
語
源
を
め
ぐ
っ
て

　

64
号
の
〈
論
文
〉　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
自
立
語
の
口
蓋

化
と
非
口
蓋
化
の
両
用
表
記

　

71
号
の
〈
論
文
〉　

テ
ダ
（
太
陽
）
の
語
源

　

私
が
最
初
に
手
に
し
た
『
日
本
文
学
誌
要
』
は
、
一
九
九
五
年
三

月
の
51
号
で
す
。
そ
れ
は
法
政
の
卒
業
式
の
三
月
二
四
日
に
、
外
間

守
善
先
生
か
ら
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
、
四
月
か
ら
法
政
の

教
員
に
な
る
私
は
、
有
益
な
い
く
つ
か
の
助
言
と
要
望
を
一
つ
、
う

か
が
い
ま
し
た
。

　

こ
の
51
号
は
、「
外
間
守
善
教
授
御
退
職
記
念
特
集
号
」（
巻
頭
言

は
、
小
田
切
秀
雄
「
外
間
守
善
と
法
政
大
学
」）
で
あ
り
、
こ
の
日

が
新
・
旧
言
語
担
当
教
員
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

一
九
九
五
年
四
月
か
ら
ゼ
ミ
の
授
業
が
文
学
・
言
語
・
文
芸
の
三
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
、
三
四
歳
で

あ
っ
た
私
も
気
づ
け
ば
、
今
夏
で
五
九
歳
に
な
り
ま
す
。
あ
っ
と
い

う
間
の
四
半
世
紀
で
し
た
。

　

さ
て
、
51
号
の
外
間
守
善
「
南
の
島
の
心
」（
一
九
九
四
年
七
月

〈
あ
の
こ
ろ
の
「
誌
要
」〉

『
日
本
文
学
誌
要
』
と
の
出
会
い
か
ら

現
在
ま
で

間
宮
　
厚
司
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い
返
せ
ば
、
学
会
発
表
を
行
っ
て
も
、
私
の
場
合
は
万
葉
難
訓
歌
や

語
源
と
い
っ
た
、
や
や
も
す
る
と
異
端
で
邪
道
な
研
究
と
見
な
さ
れ

が
ち
な
研
究
の
た
め
、
学
術
誌
に
採
用
さ
れ
に
く
い
内
容
で
し
た
が
、

自
由
な
思
考
を
保
証
す
る
法
政
大
学
国
文
学
会
の『
日
本
文
学
誌
要
』

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
掲
載
が
許
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

続
い
て
、
私
の
ゼ
ミ
授
業
で
発
表
し
て
、
指
導
に
当
た
っ
た
大
学

院
生
の
〈
論
文
〉
及
び
学
部
生
の
〈
卒
論
〉
が
掲
載
さ
れ
た
一
二
本

を
列
挙
し
ま
す
。

　

57
号
の
〈
論
文
〉　

平
田
淳
己　

万
葉
集
第
九
四
三
番
歌
―
ウ
ニ

シ
モ
ア
レ
ヤ
イ
ヘ
オ
モ
ハ
サ
ラ
ム
」
の
文
構

造
―

村
島
祥
子　

掛
詞
―
構
造
の
分
析
と
形
態
の

分
類
―

　

59
号
の
〈
論
文
〉　

村
島
祥
子　

万
葉
集
に
お
け
る
掛
詞
的
表
現

　

62
号
の
〈
卒
論
〉　

伊
藤
光
子　

当
て
字
に
つ
い
て

　

67
号
の
〈
論
文
〉　

村
島
祥
子　

続
日
本
紀
宣
命
に
お
け
る
〈
名

詞
―
―
ナ
ガ
ラ
〉

小
山
な
か
ば　

万
葉
集
二
六
七
五
番
歌
「
立

て
ば
継
が
る
る
」
に
つ
い
て

　

70
号
の
〈
論
文
〉　

村
島
祥
子　

上
代
の
〈
～
ゴ
ト
シ
〉

　

72
号
の
〈
卒
論
〉　

弓
香
織　

小
説
に
お
け
る
擬
音
・
擬
態
語
の

時
代
差

　

74
号
の
〈
論
文
〉　

山
崎
和
子　

万
葉
集
一
一
・
二
六
七
六
番
歌

　

72
号
の
〈
資
料
紹
介
〉　

高
村
光
太
郎
書
簡
―
田
村
松
魚
宛
（
一
）

　

73
号
の
〈
資
料
紹
介
〉　

高
村
光
太
郎
書
簡
―
田
村
松
魚
宛
（
二
）

　

74
号
の
〈
資
料
紹
介
〉　

高
村
光
太
郎
書
簡
―
田
村
松
魚
宛
（
三
）

　

80
号
の
〈
追
悼
〉　

佐
川
さ
ん
、
色
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

87
号
の
〈
追
悼
〉　

外
間
守
善
名
誉
教
授
追
悼

　

90
号
の
〈
論
文
〉　
『
万
葉
集
』
の
「
入
潮
為
」
考

　

通
覧
す
る
と
、〈
論
文
〉
が
七
回
（『
お
も
ろ
さ
う
し
』
や
『
万
葉

集
』
に
関
す
る
言
語
研
究
）、〈
資
料
紹
介
〉
が
三
回
（
高
村
光
太
郎

新
出
書
簡
を
田
村
松
魚
研
究
会
の
代
表
と
し
て
執
筆
）、〈
新
刊
紹
介
〉

が
二
回
（
外
間
守
善
先
生
と
望
月
郁
子
先
生
の
御
著
書
）、〈
展
望
（
言

語
）〉
が
一
回
、〈
追
悼
〉
が
二
回
（
佐
川
誠
義
先
生
と
外
間
守
善
先

生
）
と
い
う
回
数
（
内
容
）
で
し
た
。

　

一
方
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
小
著
や
編
著
を
〈
新
刊
紹
介
〉
や

〈
書
評
〉
で
、
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
号
も
、
次
の
よ
う
に
五
回

あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
『
日
本
文
学
誌
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
〈
論

文
〉
や
〈
資
料
紹
介
〉
の
原
稿
が
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

お
陰
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

64
号
の
〈
新
刊
紹
介
〉　
『
万
葉
難
訓
歌
の
研
究
』

　

69
号
の
〈
書
評
〉　
『
万
葉
集
の
歌
を
推
理
す
る
』

　

73
号
の
〈
書
評
〉　
『
お
も
ろ
さ
う
し
の
言
語
』

　

76
号
の
〈
書
評
〉　

田
村
松
魚
研
究
会
編
『
高
村
光
太
郎
新
出
書
簡
』

　

86
号
の
〈
書
評
〉　
『
万
葉
異
説
―
歌
こ
と
ば
へ
の
誘
い
―
』

　

こ
う
し
て
目
次
を
た
ど
っ
た
だ
け
で
す
が
、『
日
本
文
学
誌
要
』

と
私
と
の
関
わ
り
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思
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「
君
が
着
る
三
笠
の
山
に
居
る
雲
の
立
て
ば

継
が
る
る
恋
も
す
る
か
も
」
の
解
釈
に
つ
い

て

　

75
号
の
〈
論
文
〉　

弓
香
織　

万
葉
類
歌
の
比
較
―
一
五
〇
一
番

歌
と
一
九
八
八
番
歌
―

　

76
号
の
〈
論
文
〉　

阿
部
美
菜
子　
「
入
潮
為
」（
万
葉
集
一
二
三

四
番
歌
）
の
訓
読
に
つ
い
て

　

87
号
の
〈
論
文
〉　

ヤ
ナ
・
ウ
ル
バ
ノ
ヴ
ァ
ー　

琉
歌
の
季
節
語

「
春
夏
秋
冬
」
を
め
ぐ
っ
て
―
オ
モ
ロ
や
和

歌
と
の
表
現
比
較
―

　

右
の
中
で
、
村
島
氏
、
山
崎
氏
、
阿
部
氏
、
ヤ
ナ
氏
の
四
名
は
、

課
程
博
士
を
修
了
し
ま
し
た
。
実
は
、
冒
頭
に
書
い
た
外
間
先
生
の

要
望
と
は
、「
間
宮
君
が
退
職
す
る
ま
で
に
、
博
士
号
を
少
な
く
と

も
一
人
は
出
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
外
間

先
生
は
博
士
号
を
出
す
こ
と
の
大
変
さ
と
喜
び
を
熱
く
語
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
約
束
を
思
い
の
ほ
か
早
く
実
現
で
き
た
の
は
、

時
代
の
違
い
と
、
熱
心
に
研
究
す
る
優
秀
な
大
学
院
生
に
恵
ま
れ
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
、『
日
本
文
学
誌
要
』
と
私
の
関
係
で
し
た
。
益
々
の
御
発

展
を
祈
念
し
、
是
非
と
も
二
百
号
達
成
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
く
。

�

（
ま
み
や　

あ
つ
し
・
本
学
教
授
）
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